
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・研究テーマは、質の高い看護を提供する「看護技術」「看護ケアプログラム」が、医療現場に   

広く速やかに取り入れられるための方略を検討することです。 

数多くの研究成果が生み出されても、それが医療現場に還元されなければ意味がありません。 

効果的だと示されている実践でも、自然に臨床現場には広まらないことが近年明らかになってい

ます。研究成果と医療現場のギャップ（エビデンス・プラクティスギャップ）に対処するための

方略を検討しています。 

・これまでは、日本において普及に成功した褥瘡ケアの普及過程の分析、革新的看護技術（根拠は

あるものの医療現場で実践されていない技術）の普及に影響する要因を調査してきました。 

普及に影響する促進要因・阻害要因の検討を中心に行っています。 

・そのほかには、背面開放座位の診療報酬化に向けての研究や、背面開放座位の効果検証の研究に

携わっています。 

・看護基礎教育課程における吃音学生の支援にも関心があります。 

 

 

 

 

 

研究テーマを見て関心を持った方、ぜひご連絡ください。 

取り組み内容 

看護技術の普及に向けて  

氏   名： 佐々木  杏子  Kyoko Sasaki 

取 得 学 位：修士(看護学)（聖路加看護大学 第 445 号） 

所   属：看護学科 

研 究 分 野：看護学，普及学 

キーワード：看護技術，普及，実装（D＆I），イノベーション，EBP 
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